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＜連絡事項＞
・土井Dr体調不良の為しばらくお休みとなります。皮膚科の治療や指示については主治医へ確認して下さい。
・3/18田中Drお休みの為3/17の当直は田名部Drへ変更となります。田中Drの指示漏れが無いか確認してください。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～排便‐5日の為、ケンエー浣腸1本処方となる。
・松橋　トキ様～療養環境変更目的にて東合併症から南Aユニットへ転出となる。

・木村　よしゑ様～持参薬切れる為8日分処方となる。
・和田　みよ子様～点滴処方切れの為7日分処方となる。また前胸部を主体にかなり発赤の強い中毒疹様の発疹あり。深澤Dr、船場Dr報告し深澤Drよりデルモゾ―ル軟膏処方、船場Drより強力ネオミノファーゲンシー3日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。他者交流あるもトラブルはない。易怒性や粗暴性みられず経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。他者への話し掛け多さや表情の硬さ見られるも、トラブルはない。13:00他室侵入や対面時強い口調、独語あり落ち着かない様子の為、レボトミン錠25mg　1T服用。対面時、易怒性や粗暴性見られず穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・和田　みよ子様～上肢拘束中。右手首に水疱形成あり、拘束解除しミトン+ソフトシーネにて対応している。左腕の拘束部位の循環障害や皮膚障害は無い。バイタルサイン異常無し。午前中は傾眠していたが、午後より覚醒し声掛けにも返答聞かれ笑顔見られている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・八木田　勝則様～自室にて臥床し過ごす。対面時、気分高揚さや多弁さみられ、介入にて話を切り上げている。
・種本　てる様～各食全量～2/3摂取している。バイタルサイン異常なし。全身浮腫持続。時折喘鳴あるが、呼吸苦の訴えや酸素飽和度の低下はない。傾眠しているが、声掛けにて覚醒し、発語聞かれている。
・大渡　勝男様～ホールにて過ごされている。徘徊や異食行為なし。迷惑行為なし。
・浪岡　美喜男様～ホールにて過ごされている。歩行不安定さあり見守り要している。疼痛訴えなし。
・杉澤　恵子様～ホールで過ごす他者に向かって暴言や大声を上げることあり介入要す。疼痛の訴えなし。
・木村　よしゑ様～体温37.1℃、クーリング施行している。他バイタルサイン異常無し。深夜帯より体幹や顔に発赤疹あり、疼痛の訴え聞かれている。ベッド上体動活発にあり、都度介入要している。
＜馬渡Dr診察情報＞
・八木田　勝則様～炭酸リチウム錠200ｍｇ2錠1×2朝夕　オランザピンOD錠5ｍｇ3錠1×3朝、夕、寝る前　7日分処方。
・神田　直樹様～オランザピンOD錠1.25㎎2錠1×2朝夕→2.5㎎1×2朝夕へ増量。
・市澤　武志様～クエチアピン錠25㎎1×2朝夕→12.5㎎1×2朝夕へ減量。
・村山　和久様～ロラゼパム錠0.5㎎4錠1×2朝夕→ロラゼパム錠0.5㎎2錠1×2朝夕
・丸尾　貴史様～スマートフォン通話のみ、スタッフ立ち会いのもと使用可。
・他同内容で7日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
日　　時：3月17日　11:12　

氏　　名：丸尾　貴史（まるお　たかし）様

生年月日：昭和45年9月14日　49歳

病　　名：統合失調感情障害、うつ状態

性　　別：男性

主治医　：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Bユニット2号室

（経過）

　　2019年6月当院退院後自宅にて生活しており、毎週1回訪問看護サービス実施。B型
就労支援週3～4日利用し外来通院継続していた。入院中から希死念慮はあったが、退院後
希死念慮憎悪することなく、精神症状落ち着いていた。服薬も自己管理にて忘薬や怠薬な
どもなく経過していたが、R2.2月中旬より抑うつ気分の憎悪と共に希死念慮も増悪。また、
消失していた幻視、幻聴も再燃。外来にて薬剤調整行い経過観察していたが、3/3幻聴に左
右され歩道橋から飛び降りそうになったことや3/7夜間買い物に行く途中で気がついたら
車道に出ていたなどの行為あり。入院加療し薬剤調整にて症状改善目的にてR2.3.17東病
棟Bユニット2号室へ任意入院となる。

家族洗濯、買い物上限なし(上限無いが生保のため無駄遣いに注意)
日　　時：3月17日　13:17　

氏　　名：松原　輝子（まつばら　てるこ）様

生年月日：昭和18年5月31日　76歳

病　　名：中等度アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症

性　　別：女性

主治医　：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Dユニット19号室

（経過）

　H29年２/9当院初診。2/13深夜当院緊急受診しそのまま入院となっている。H29年8/18
当院退院後はGH桔梗野へ入居し外来通院継続していた。時々精神状態不安定になることあ
ったが、外来での薬剤調整にて落ち着いて経過していた。　R2.3/13娘様より当院へ連絡あ
り、GHでの帰宅欲求、窓に向かって独語、幻視がある様子、被害妄想（施設スタッフへ「睡
眠薬飲ませただろう」と興奮することや自分のベッドで誰かが死んでて眠れないという妄
想症状、施設内で自身の荷物をまとめる等の落ち着かない行動がみられH29年入院時と同
じような症状であるため入院希望の連絡が入る。本日、診察し入院加療し薬剤調整にて症
状改善目的でR2.3.17東病棟Dユニット19号室へ医療保護入院となる。
洗濯や売店利用については3/19家族来院時確認
